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今
井　
満
さ
ん
が
、
花
き
経
営
を

目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
バ
ラ
を
中
心
と
し
た
花
き
経
営

を
行
っ
て
い
た
、
父
で
あ
る
今
井　

清
さ
ん
の
存
在
に
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
花
が
身

近
な
存
在
で
、
父
の
仕
事
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
し
だ
い
に
自
分
で
も

花
を
育
て
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
花
の
美
し
さ
や
華

や
か
に
も
魅
了
さ
れ
、
栽
培
に
つ
い

て
興
味
を
持
ち
始
め
、
農
業
者
大
学

校
で
園
芸
の
知
識
を
深
め
た
。
卒
業

後
は
父
の
経
営
に
携
わ
り
、
平
成
13

年
11
月
に
法
人
を
設
立
し
た
。

　
施
設
の
面
積
は
約
千
五
百
坪
で
、

ハ
ウ
ス
の
中
は
と
こ
ろ
狭
し
と
バ
ラ

や
ラ
ン
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
バ
ラ

は
切
花
と
苗
に
し
て
、
ラ
ン
は
鉢
植

え
と
切
花
に
し
て
販
売
し
、
バ
ラ
は

東
京
や
名
古
屋
、
広
島
の
市
場
が
、

ラ
ン
は
広
島
や
呉
の
市
場
が
主
な
出

荷
先
で
あ
る
。
週
末
金
曜
日
と
土
曜

日
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
見
学
と
販
売

も
行
っ
て
い
る
。

　
ラ
ン
は
、
台
湾
か
ら
苗
を
定
期
的

に
仕
入
れ
、
ハ
ウ
ス
で
育
成
し
花
を

咲
か
せ
て
出
荷
し
て
い
る
。
出
荷
ま

で
、
少
な
く
と
も
５
～
６
カ
月
の
期

間
を
要
す
る
。
光
の
量
と
温
度
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
で
、
花
芽
分
化
や
つ

ぼ
み
の
大
き
さ
に
影
響
す
る
。
近
年

は
、
異
常
気
象
の
影
響
が
バ
ラ
や
ラ

ン
の
栽
培
に
大
き
く
響
く
た
め
、
そ

の
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
苦
労

し
て
い
る
。

　
花
き
の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
化

し
て
き
て
い
る
。
バ
ラ
に
つ
い
て

は
、
出
荷
で
き
る
品
種
を
15
種
く
ら

い
に
絞
り
、
ま
と
ま
っ
た
数
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
品
質
を
管
理
し
、
ラ

ン
に
つ
い
て
は
、
人
気
の
高
い
「
大

輪
」
な
ど
の
６
品
種
を
、
常
時
出
荷

で
き
る
よ
う
に
栽
培
管
理
し
、
安
定

的
な
出
荷
を
目
指
し
て
い
る
と
、
今

井
さ
ん
は
語
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
営
で
は
、
西
日
本

豪
雨
の
被
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

の
苦
労
、
現
在
は
、
燃
料
や
生
産
資

材
の
高
騰
が
、
価
格
に
な
か
な
か
転

嫁
で
き
な
い
と
の
課
題
が
あ
る
が
、

「
花
の
こ
と
が
何
よ
り
も
好
き
で
、

お
客
様
に
良
い
も
の
を
提
供
し
て
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
い
う
一
心

で
乗
り
越
え
て
き
た
。

　
同
社
の
活
動
は
、
国
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
へ
も
目
を
向
け
て
い

る
。
10
年
前
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ケ
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
で
、
現
地
の
生

産
者
が
同
社
バ
ラ
品
種
の
栽
培
を
行

い
、
出
荷
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
海
外
で
の
普
及
を
目

指
し
て
い
る
。

　
人
々
の
心
を
揺
り
動
か
し
、
感
動

を
与
え
る
よ
う
な
バ
ラ
や
ラ
ン
の
栽

培
を
目
指
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

日
本
全
国
へ
、
世
界
へ
普
及
さ
せ
る

活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

　
令
和
４
年
に
農
業
者
年
金
制
度
が

改
正
さ
れ
、
よ
り
加
入
し
や
す
く
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

【
改
正
点
】

①
若
い
農
業
者
が
加
入
し
や
す
い
よ

う
※
政
策
支
援
加
入
の
対
象（
認
定
農

業
者
等
）と
な
ら
な
い
35
歳
未
満
の
方

は
、
月
額
保
険
料
一
万
円（
千
円
単
位

で
選
択
可
）か
ら
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た（
通
常
加
入
）。

②
受
給
開
始
時
期
を
、
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
間
で
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

③
農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年
齢
の

上
限
が
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た（
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険

者
に
限
り
ま
す
）。

【
加
入
要
件
】

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
②
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
③
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者

【
利
点
】

①
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
、
受
け
取

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
80
歳
前
に
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
に
遺
族
へ
支
払
わ
れ

る
死
亡
一
時
金
は
非
課
税
で
す
。

②
※
政
策
支
援
加
入
の
方（
若
い
時

か
ら
担
い
手
と
し
て
頑
張
る
農
業
者

や
配
偶
者
等
を
厚
く
支
援
す
る
た

め
、
39
歳
ま
で
に
加
入
す
る
認
定
農

業
者
・
認
定
就
農
者
で
青
色
申
告
者

な
ど
要
件
を
満
た
す
方
）は
、
保
険

料
月
額
二
万
円
の
う
ち
最
大
一
万
円

の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
25-

３
４
８
１
）・
各
農
協
へ

が
ん
ば
る
農
業
者
紹
介

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

日本の農と食を伝える日本の農と食を伝える
「全国農業新聞」「全国農業新聞」をを

読みませんか読みませんか
　全国農業新聞は，現場で役立
つ栽培技術・鳥獣害対策の情報
や，魅力的な農家の取り組み，
１週間の農政の動きなどを伝
え，経営発展などに役立つ農業
についての総合専門誌です。
　また，地方版も充実し，地域
の元気で特徴ある明るい話題や
地域独自のイベント情報なども
掲載しています。
※電子版 ( 専用サイトから申し
込み。月額500円 )もあります
◎発行日　毎週金曜日
◎購読料　月額７００円（税込）
◎申込先　農業委員会事務局
　　　　　☎２５-３４８１

00５５101015152020252530303535

有
限
会
社  

は
な
ぞ
の
野
呂
高
原

花を長く楽しんでもらうため、花が咲く前に収穫

出荷調整されたバラ



農
業
委
員
会
の
役
割

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農

地
の
あ
る
市
町
村
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
合
議
体
の
行
政
委
員

会
で
す
。
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い

て
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売

買
・
賃
借
、
農
地
転
用
等
の
審
議
・

許
可
を
行
う
こ
と
の
ほ
か
、「
農
地
利

用
等
の
最
適
化（
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
）」の
推
進
に
関
す
る
業
務
な
ど
を

執
行
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
農
地
利
用
等
の
最
適
化
」と
は
、

「
耕
さ
れ
て
い
る
農
地
を
、
耕
せ
る

う
ち
に
、
耕
せ
る
人
に
つ
な
い
で
い

く
。
」
こ
と
で
、
農
業
委
員
会
は
、

農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化

を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
責
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
呉
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

会
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
長
が
任
命

し
た
19
名
の
農
業
委
員
と
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と

識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
農

業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
20
名
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）の
実
施

　

呉
市
農
業
委
員
会
で
は
、「
農
地

利
用
等
の
最
適
化
」
を
推
進
す
る
た

め
に
、「
農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
）」
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
全
域
を
対
象
に
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

定
期
的（
５
～
７
月
、
10
～
12
月
）

に
各
地
区
に
分
か
れ
て
地
域
を
巡
回

し
、
農
地
が
遊
休
化
し
て
い
な
い

か
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
の
調
査
を
行
い
、
遊
休
農
地
ま
た

は
遊
休
農
地
の
恐
れ
の
あ
る
農
地
を

把
握
し
ま
す
。
そ
の
後
、
再
生
利

用
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
、
再
生
可

能
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て

は
、
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
農
地

の
「
利
用
意
向
調
査
」
を
行
い
ま
す

の
で
、
調
査
書
類
を
担
当
委
員
が
持

参
、
ま
た
は
郵
送
で
届
き
ま
し
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

非
農
地
判
断
に
つ
い
て

　
「
農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）」
の
結
果
、
現
に
山

林
・
原
野
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

物
理
的
に
農
地
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
荒
廃
農
地
で
、
農
地
法

第
２
条
第
１
項
の
農
地
に
該
当
し
な

い
旨
の
「
非
農
地
判
断
」
を
行
っ
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
所
有
者

に
対
し
「
非
農
地
通
知
書
」
を
送
付

す
る
と
と
も
に
、
農
地
台
帳
を
整
理

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
非
農
地
通
知
書
」
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
こ
の
通
知
書
に
よ
り
、

法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
申
請
を
行

う
こ
と
で
、
登
記
地
目
を
農
地
以
外

（
山
林
や
雑
種
地
な
ど
）に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
目
変
更
を
す
る
場
合
は
、
最
寄

り
の
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
目
変
更
登
記
は
、
あ
く

ま
で
も
ご
自
身
の
判
断
に
よ
る
も
の

で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
呉
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」が

 

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
５
年
度
発
行
の
「
呉
市
農
業

委
員
会
だ
よ
り
」
が
、
第
30
回
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
全
国
コ
ン
ク
ー

ル（
全
国
農
業
会
議
所
、
全
国
農

業
新
聞
主
催
）で
「
全
国
農
業
新
聞

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
６
月
27
日
の
広
島
県
農

業
会
議
の
総
会
に
お
い
て
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農地利用状況調査（農地パトロール）を行う、農業委員及び推進委員（①、②、③）

審議を行っている定例総会の様子

表彰を受ける北村会長

①

② ③

農
業
委
員
会
の
活
動
状
況
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有
機
質
堆
肥
の
農
地
投
入
を

支
援
し
ま
す

■
呉
市
環
境
配
慮
型
農
業
推
進
事
業

　
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
堆
肥
の
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
等　
①
呉
市
内
の
農
地
で
、

販
売
を
目
的
と
し
て
農
作
物
を
栽
培

す
る
農
業
者
②
自
己
所
有
ま
た
は
農

地
法
等
に
基
づ
き
、
貸
借
等
の
手
続

き
が
完
了
し
て
い
る
農
地
で
、
堆
肥

を
投
入
す
る
面
積
の
合
計
が
10
ア
ー

ル
以
上
③
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
ト
ン

以
上
の
堆
肥
を
投
入
す
る
こ
と

対
象
経
費　
購
入
す
る
堆
肥
費
用
の

内
、
運
搬
費
、
散
布
代
を
除
い
た
額

※
申
請
前
に
購
入
し
た
堆
肥
は
、
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
、
ま
た
は
１
ト
ン
当
た
り

補
助
額
が
二
千
五
百
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額（
百
円
未
満
切
捨
て
）

問
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
77-

０
３
７
４

新
規
就
農
者
の

経
営
安
定
を
支
援
し
ま
す

■
新
規
就
農
定
着
支
援
奨
励
金

　
市
内
で
営
農
を
開
始
し
て
５
年
以

内
で
60
歳
以
下
の
方（
農
業
者
大
学

校
卒
業
者
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
技

術
を
有
す
る
方
な
ど
）に
、
就
農
初

期
に
必
要
な
設
備
・
機
械
の
導
入
、

農
地
の
取
得
等
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額　
百
万
円
／
件
以
内（
新

規
就
農
者
は
経
費
の
全
額
、
後
継
者

は
経
費
の
２
分
の
１
）

■
実
践
農
業
技
術
研
修
支
援
奨
励
金

　

新
規
就
農
希
望
者（
研
修
終
了
時

45
歳
以
下
）の
就
農
前
研
修（
６
カ
月

以
上
２
年
以
内
）受
入
先（
市
内
認
定

農
業
者
）に
、
年
間
九
十
六
万
円
以

内
を
支
給
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
77-
０
３
７
４

オ
リ
ー
ブ
を
農
地
に

植
え
ま
せ
ん
か

対
象
者　
市
内
に
農
地（
所
有
地
・
借

入
地
）を
有
し
、
果
実
の
収
穫
を
目
的

と
す
る
人（
庭
木
や
観
賞
用
は
対
象
外
）

自
己
負
担
額　
３
年
生
の
苗
木
を
１

本
三
千
五
百
二
十
円
で
販
売
予
定

（
市
の
補
助
後
の
金
額
）。

申
込　
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
申
込
書

を
農
林
水
産
課
へ
。

配
付　
令
和
７
年
３
月
上
旬
予
定

問
農
林
水
産
課
☎
25-

３
３
１
８

遊
休
農
地
の

再
生
を
支
援
し
ま
す

　

５
年
以
上
の
耕
作
を
行
う
目
的

で
、
市
内
の
遊
休
農
地
を
５
ア
ー
ル

以
上
再
生
す
る
農
業
者
等
の
取
組
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
５
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

所
有（
借
地
含
む
）し
て
い
る
こ
と

対
象
経
費

①
草
刈
、
抜
根
、
整
地
に
要
す
る
経

費（
労
務
費〔
本
人
以
外
の
も
の
〕、

消
耗
品
費（
小
農
具
等
）、
機
械
器
具

借
上
代
、燃
料
費
等
）

②
土
壌
改
良
に
要
す
る
経
費（
堆

肥
・
土
壌
改
良
材
等
）で
、①
の
再
生

作
業
が
行
わ
れ
た
農
地
が
対
象

助
成
金
額　
２
分
の
１
以
内（
上
限

一
万
四
千
円
／
ア
ー
ル
）。
１
事
業

主
体
当
た
り
三
十
万
円
以
内

問
農
林
水
産
課
☎
25-

３
３
１
８

獣
害
対
策
の
防
護
柵
設
置
や

捕
獲
を
支
援
し
ま
す

■
防
護
柵
等
資
材
購
入
助
成
事
業

　
防
護
柵
等
の
設
置
ま
た
は
既
に
設

置
し
て
あ
る
防
護
柵
等
の
補
修
に
要

す
る
資
材
購
入
費
用
や
、
畦
畔
の
復

旧
等
に
必
要
な
植
生
土
の
う
袋
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す（
金

網
柵
・
ト
タ
ン
柵
・
ネ
ッ
ト
柵
は
延

長
50
メ
ー
ト
ル
以
上
、
設
置
に
要
す

る
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
針
金
は
30
メ
ー

ト
ル
程
度
・
Ｕ
字
結
束
線
は
80
本
等

の
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

助
成
金
額　
対
象
資
材
の
購
入
経
費

の
３
分
の
１
以
内
※
同
一
年
度
で
六

万
円
以
内

■
大
規
模
防
護
柵
貸
与
事
業

　
農
業
者
等
が
共
同
で
大
規
模
な
防

護
柵
を
設
置
す
る
場
合
に
、
必
要
な

資
材
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者　
販
売
農
家
３
戸
以
上
を
含

む
農
業
者
等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体

貸
与
の
主
な
条
件

柵
の
延
長
が
200
メ
ー
ト
ル
以
上
で
囲

う
農
地
が
30
ア
ー
ル
以
上
な
ど

■
箱
わ
な
購
入
支
援
事
業

　
農
地
等
へ
設
置
す
る
箱
わ
な
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
狩
猟
免
許
を
所
持
し
、
有

害
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
等
を
防
止

す
る
目
的
で
箱
わ
な
を
購
入
す
る
方

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内（
上
限
五
万
円
／
基
）※
同
一
年

度
で
１
世
帯
１
基
ま
で
申
請
可
能

■
捕
獲
報
償
金

　
呉
市
内
で
適
法
に
有
害
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
方
に
助
成
し
ま
す
。

捕
獲
報
償
金　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
四

千
円
／
頭
、サ
ル
一
万
円
／
頭

埋
設
報
償
金　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・

サ
ル
五
千
円
／
頭（
狩
猟
に
よ
る
捕

獲
の
場
合
を
除
く
）

■
狩
猟
免
許
取
得
助
成

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
、
新
た
に

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
場
合
に
、
講

習
会
受
講
料
と
試
験
受
験
料
を
助
成

し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課
☎
25-

３
３
３
９

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

ご
活
用
く
だ
さ
い
！    

農
業
関
係
の
支
援
制
度

農
業
関
係
の
支
援
制
度
※
見
出
し
や
文
字
が
赤
色

※
見
出
し
や
文
字
が
赤
色

は
新
規
事
業
で
す
。

は
新
規
事
業
で
す
。


